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（学位論文のタイトル） 
        
       Double inversion recovery imaging of the brain: Deriving the most relevant  
sequence through real images 





 核磁気共鳴画像 (magnetic resonance imaging; MRI)におけるdouble inversion recovery 
(DIR)法は、２回の反転回復パルス (inversion recovery [IR] pulse) を用い、縦緩和時間(T1)
の異なる２つの組織等の信号を同時に抑制するシーケンスである。われわれは、脳脊髄液と脳白
質の信号を同時に抑制する画像をwhite matter attenuated IR (WAIR)、脳脊髄液と脳灰白質の
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て (repetition time: TR=5,500ms, echo time: TE=169ms)、 WAIRではTI1+2 =2,580ms、TI2 =420m
s、GAIRではTI1+2 =2,970ms、TI2 =670msであり、3テスラ装置では(TR=5,500ms, TE=286ms)、WAIR





ない、あるいは理論式にないパラメータ、たとえば refocus flip angle (RFA）等が信号抑制に
影響しているのではないかと考えられる。本検討の方法を用いれば、対象とする組織等のT1値が
不明な場合でも、また他のパラメータ条件を考慮しなくても、簡便かつ迅速にDIR法における最
適TIを算出でき、また撮影対象が中枢神経以外であっても応用可能と考えられる。 
 
 
